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小倉御坊　永照寺だより

行事予定やお参り・法要などの連絡事項は「ホームページ」にて随時更新しています。

https://www.eishouji.or.jp/
ホームページに関してのご意見、ご希望、メールをお待ちしています。 永照寺 :住職のブログ【凡愚庵（ぼんぐあん）】も

合わせてご覧いただければ幸いです。
左記のホームページ内に移転しました。

北九州      　永照寺
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門
司
区
の
鎮
西
敬
愛
学
園
は
、

１
９
２
５（
大
正
１４
）年
に
創
立
さ
れ
、

百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

学
校
に
隣
接
し
て
、
本
願
寺
鎮

西
別
院
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
別
院
は
、

本
願
寺
の
２２
代
、
大
谷
光
瑞
ご
門

主
様
が
大
陸
へ
の
布
教
拠
点
と
し
て

１
９
１
１
（
明
治
４４
）
年
に
創
立
、

本
堂
の
建
設
に
着
手
、
起
工
式
に

ご
臨
席
さ
れ
た
、
光
瑞
ご
門
主
様

の
妹
、
九
條
武
子
様
が
別
院
建
設

に
あ
た
り
、
こ
の
地
に
も
仏
教
、

と
り
わ
け
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を

基
に
し
た
女
学
校
の
創
設
を
強
く

願
わ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
１
９
１
７（
大
正
６
）年

２
月
、
本
堂
は
完
成
を
目
前
に
し
て
、

近
所
の
雑
草
焼
却
の
火
が
飛
び
火

し
て
全
焼
と
な
り
、
学
園
設
立
も

困
難
な
状
況
に
陥
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
困
難
な
中
、
門
司
で
石

油
商
を
営
む
、
岡
橋
角
之
助
さ
ん

か
ら
の
土
地
寄
進
を
核
と
し
て
、
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
支
援
、
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
１
９
２
５
（
大
正
１４
）

年
に
「
鎮
西
高
等
女
学
校
」
が
設

立
さ
れ
、
今
は
、
敬
愛
幼
稚
園
、

敬
愛
小
学
校
、
敬
愛
中
学
校
、
敬

愛
高
等
学
校
を
有
す
る
学
園
と
な
り
、

１
０
０
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
経
緯
を
訪
ね
な
が
ら
、
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」

と
い
う
こ
と
ば
が
う
か
ん
で
き
ま

し
た
。

仏
祖
の
加
護
と
皆
様
の
お
陰
で
、

新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
一
年
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

讃
佛
迎
春

前列左から　前住職、住職、坊守、前坊守。後列左から、野平松幸、高尾敬信、住職次男 尽、住職長男 晄、住職長女 凛

●寺報が届かないことがあります。住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。●寺報が届かないことがあります。住所が変更する場合は、恐れ入りますがお寺に届けてください。

●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）●最近では法事が土曜・日曜に集中しますので、早めに連絡頂ければ助かります。（特にお寺で法事をする場合）

●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。 ●お経本は床に置かないでください。 ●寺報には大切な情報が書かれていることがあります。捨てずに一読ください。 ●お経本は床に置かないでください。 

6時30分6時30分開 門

18時00分18時00分閉 門

【 開門・閉門の時間 】【 開門・閉門の時間 】

※12月31日は16時半に閉門します。年始は通常どおり上記時間での開門・閉門となります。※12月31日は16時半に閉門します。年始は通常どおり上記時間での開門・閉門となります。

宗祖命日 12月の参拝者
順不同 ： 敬称略8名

延吉 政彦
森下 勝美
天神 光介
白石 益三

増田 和久
﨑田 元信
天神 正行
天神 涼太

受付世話人、壮年会、婦人会、カンタカ合同新年会
11時半～リーセントホテル小倉

18日（日）
7時のお朝事は年頭初参会にてお勤めいたします。16日（金）

※年頭初参会の法要懇志につきましては
　２月号に掲載させていただきます。小笠原 トキ子  様 山本 春枝  様懇志、寺報懇志御礼

1月の行事予定

昨年は、2024年に続き帰命殿3階の増設工事、本堂の空調、ドレーン管工事。本堂、門徒会館の畳替え等、

工事におわれる一年でした。京町から移転して36年。2019年から傷んだ箇所の修繕をボチボチ継続しています。

改修工事が出来るのも一重にご門徒の皆様の支えあってのことと深く感謝しています。

どうぞ本年も宜しくお願い申し上げます。

近隣住民への配慮の為、除夜の鐘を除夕の鐘に改めます。
（順番札の配布方法等、詳細はホームページでご報告します。）

2025年の振り返り

除夕の鐘
お勤め
鐘 12月31日  15時～

12月31日  14時半～

永照寺ホームページはコチラ
（モバイル版）
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2026年（令和8年）の行事予定

永照寺『年頭初参会』について

10：00～ 1時間半程度  【1日1座とさせていただきます】
11時半頃には終了します。
前住職・住職がご法話いたします。

2026年

● 感染予防の為、地区総代による法座案内の配布をご遠慮させていただいています。
　 また、この寺報をもって法座案内、新年のご挨拶とさせていただきます。
　 葉書はお送りいたしませんのでご了承ください。

● 参拝者に配るお酒ラベルは瓜生惠美子様がデザインを担当してくださいました。

● 懇志袋は永照寺だより先月号に同封しております。お寺にもご用意しております。

● 懇志上納者の堂内掲示は控えます。後日寺報にて掲載いたします。

● 16日の7時のお朝事（おあさじ）はありません。

その他行事につきましては随時お知らせいたします。

年頭初参会

引上会報恩講

合同盆法要

永代経法要

14日

14日

11日

16日

15日

15日

12日

17日

16日

16日

13日

18日

（木）、

（金）、

（水）、

（木）、

（金）

（土）

（木）

（金）

（水）、

（木）、

（火）、

（水）、

1月

5月

8月

9月

（水）14日1月 （木）15日1月 （金）16日1月
お斎あり お斎あり お斎なし

2026 ありたに けんゆう

ど きょう

お経の善し悪し
よ あきょう

読経しながら

住職の法友の有谿賢友さんの漫画「お坊さんのひとりごと」
有谿さんは僧侶と漫画家二足の草鞋を履き、宗門の様々な冊子に漫画を掲載しています。

漫 画




